
令和元年度　　唐津市立外町小学校　学校評価結果

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●志を高める教育
・自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持
ちを高める教育活動の推進

・教科や学校行事等を通して、夢や目標について
自ら考えさせる時間や場面を設ける。

・教科学習においては、個人の目標を立て、学習
の終わりに目標が達成できたかを振り返る時間
を設けた。平均的に７０％近くの児童は、目標を
達成することができた。学校行事においても、個
人の目標を立て、行事が終了した時に、目標が
達成できたかを振り返る時間を設けた。平均的に
８０％近くの児童は、目標を達成することができ
た。

・キャリアパスポートをうまく活用しながら、目標を
達成できた児童を全体で褒めたり、目標を立てる
際に達成意欲が高まるような話をしたりする。

・カリキュラム改善とアクティブラーニング、活用
型授業の推進及び英語科・道徳の研究推進

・話し合いに関するマニュアルを見直し全教科へ
の汎用性を高める。
・校内研修の年間計画に研究授業を位置づけ、
実践する。

・校外での研修に積極的に参加できる校内体制
を整備する。

・夏季休業中に、学習状況調査を活用した研修
を行う。
・「すくすくタイム」で基礎・基本をしっかり身につ
ける。単元ごとのテスト、補充のサイクルを確立
する。
・５・６年生で放課後に「学びタイム」を設定し、基
礎学力の定着を図る。
・国語、算数を中心に活用力向上を意識した単
元づくり、課題設定の工夫を図る。

・唐津市教育委員会が勧めている「学力向上アク
ションプラン」に則って、本時のめあての提示、
パーソナルワーク、グループワーク、クラスワー
ク、振り返りという流れの授業展開が殆どの学級
でできている。
・２学級が提案授業を行い、学習指導要領本格
実施に向けて滑らかに移行できるための授業の
在り方や目標に応じた授業の積み重ね方につい
て共通理解を図ることができた。
・夏季休業中に講師を招聘した研修会を行うとと
もに、若手教員を中心に、校外での研修会に参
加した。
・１２月調査では、４月調査から３～５ポイント上
回ることができなかった。各結果を受け、全職員
で課題を共有し、補習を図った。

・五中校区でよりよいノートを紹介し合い、よりよ
いノートづくりへの意欲を喚起することができた。

・学習指導要領本格実施に向けた主体的・対話
的で深い学びの授業改善の実現に向け、さらに
校内及び個々の研修を深めていく。

・継続的に研修会を開催するとともに、実践提案
を推進し、個々の授業力及び学校全体の教育力
の向上を図る。

・調査結果の向上に向け、研修会を開催するとと
もに、今年度課題となったことを意識しながら授
業改善に努めていく。

・復習だけではなく予習をも図り、児童の学習力
の定着、向上を図る。

・本に親しむ環境づくり

・図書館の本の配列を工夫したり、昼休みを利用
しての読み聞かせ会を実施したりと、児童が楽し
める図書館の環境作りを行う。

・図書担当が興味がわくような本の配置を工夫し
たり、ＰＴＡやＡＬＴによる読み聞かせを実施した。
学校図書室の利用は高くなってきている。
・「子どもが進んで読書をしている」と感じる保護
者の割合は63.4％であった。

・引き続き図書室の利用状況や読み聞かせの状
況を発信し、保護者理解と家庭による読書量向
上を図る。

・家庭学習の充実

・宿題をきちんとしているかを保護者に確認して
もらうための「家庭学習振り返りカード」を活用す
る。
・自学ノートを推進し、頑張っている児童の学習
内容を紹介したり、ノートの写しを掲示したりす
る。
・「家庭学習のすすめ」を全家庭に配布し、家庭と
連携して充実を図る。

・児童の家庭学習状況を保護者がチェックするＯ
Ｋ活動を年に３回行った。しかし、宿題の提出１０
０％はまだ達成できていない。

・五中校区で家庭学習の実態を共有し、家庭学
習のあり方について共通理解した。

・引き続き、復習や予習の仕方を提示・指導する
とともに、ＯＫ活動により保護者に家庭学習に対
する理解を図る。

・「家庭学習のすすめ」は引き続き配布し、家庭で
の理解を図る。意欲が涌くような周知方法を工夫
する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・三つの生活習慣の確立（あいさつ・そうじ廊下
歩行）

・支持的風土にもとづく学級経営

・心の教育の充実

・人権・同和教育の充実

・ボランティア活動の推進

・毎朝のあいさつシャワー隊の活動を継続し、あ
いさつ運動を進める。
・無言掃除を実施するとともに、職員も一緒に掃
除を行い、掃除指導を行う。
・QUテストを実施し、結果を分析し学級経営に生
かす。

・唐津市教育の日を含めた参観日に、1回以上道
徳の授業を公開する。
・祖父母参観を実施し、ふれあい交流を行う。
・人権集会を年間2回行ったり、人権教室を開催
したりして、人権意識を養う。、
・ボランティア委員会を中心に、ボランティア活動
を推進する。また、総合的な学習の時間で「福
祉」の学習を行う。

・一年間あいさつシャワー隊として参加する児童
が増え、交わすあいさつの向上が感じられた。
・無言掃除は、あまり実施できなかったが、一生
懸命掃除をする児童は多くなってきた。
・Q-Uの分析・活用と支持的風土にもとづく学級
づくりに努めた。
・全校で、「正しい言葉づかい」特に「時と場に応
じた言葉づかい」について共通指導を行った。
・保護者や祖父母の方へ道徳の授業を公開し
た。
・「ハートフル集会」（人権集会）を各学期に１回ず
つ行い、相手のことを考えた言動を考えることが
できた。
・今年度もボランティア委員会を中心に、地下道
の清掃活動やペットボトルキャップ・アルミ缶回
収、花いっぱい運動など幅広く活動した。

・あいさつシャワー隊の活動は継続して行う。ま
た、その活動を全校児童に紹介し、隊員拡大を
図る。

・引き続き支持的風土を基にした学級づくりのた
め、教師の力量アップを図る。

・年に１回以上の道徳の授業公開を行う。

・次年度も人権集会を参観日に設定し、現状と課
題を保護者に理解していただく。
・ボランティア活動は継続して取り組む。

・異年齢集団による思いやりの心の醸成 ・運動会の応援に関わる活動を行い、異学年間
での団結を図る。
・年間5回（ショート3回、ロング2回）の縦割り遊び
を実施し、他学年との交流を深める。

・６年生が主となり、全校児童が楽しめる活動を
企画実施し、異学年間でそれぞれをいたわる活
動が多々見られた。
・「学校は、思いやりの心の醸成に努めている」と
感じる保護者の割合は99.7％であった。

・異学年間の交流の機会を増やし、児童の思い
やりの心の醸成を図る。

●いじめ問題への対応

・いじめ防止等の体制の構築

・いじめに対する共通理解と取り組むための共通
認識の獲得

・いじめ未然防止・早期発見・早期対応

・外町小いじめ防止基本方針を家庭へ配布し、
取り組みの周知をする。

・「みじかな日」に、いじめに関するアンケートを実
施し、その結果を学年や学校全体で共有する時
間を設定する。
・5月と12月をいじめ防止月間とし、人権集会を中
心にいじめ防止に関する取り組みを行う。
・年間3回いじめに関する研修会を実施する。

・みじかな日アンケート結果を基に全職員で児童
の困り感を共有し、いじめの早期発見や児童へ
の指導、寄り添いに努めた。対策を全体で考える
ことで、教師の児童理解の資質向上にもつな
がった。
・「学校は、いじめの未然防止、早期発見、早期
解決に努めている。」と感じる保護者の割合は
94.9％であった。

・今後も「みじかな日」アンケートを行い、いじめや
児童の困り感の早期発見を図る。

・教師のアンテナを高く保てるよう、情報交換に努
める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●特別支援教育

・個別支援が必要な児童への支援体制の確立

・特別支援教育の充実

・週に１回の「子どもタイム」で情報の共有を図
る。
・特別支援教育コーディネーターを中心に校内支
援委員会やスクールカウンセラーが連携し、担任
や保護者のサポート体制を確立する。
・校内教育支援委員会や特別支援教育に関する
研修会を定期的に行い、全職員の共通理解を図
る。
・特別支援学級や通級指導教室に関する環境整
備を行い、指導の充実を図る。
・児童の観察や保護者との連携を密に行い、必
要な指導を適切に行う。

・子どもタイムでの情報交換は、職員の児童理解
と協力体制を強化できた。
・スクールカウンセラーや特別支援教育コーディ
ネーターの提示する研修により教職員の理解向
上が図れた。

・特別支援教育コーディネーターを中心とした校
内指導体制は確立し、全職員で指導・支援に努
めた。

・現在の体制を維持できるよう校内支援体制を構
築する。
・引き続きスクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカー、北部児童相談所等との連携を
深め、児童個々の困り感解消と保護者との連携
に努める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

・手洗い、うがい、歯磨き指導の徹底

・感染症流行期には、手洗い、うがい、換気を校
内放送で呼びかけるとともに保健便りで感染症
予防の方策を家庭へも伝える。また、児童机の
配列にも工夫する。
・全校児童対象にしたブラッシング指導を行う。そ
の後歯磨きカレンダーを活用し、ブラッシングの
定着を図る。

・手洗い、うがいの励行を図った。
・インフルエンザによる学級閉鎖が１クラスあった
が、学校全体に広がることはなかった。

・今年度も歯科校医によるブラッシング指導を実
施し、学校における歯磨きは定着できた。

・引き続き手洗い・うがいを励行し、感染症予防を
図る。

・引き続きブラッシング指導を行い、歯磨きの定
着を図る。

・食育の推進

・箸の使い方の練習スペースを作り、掲示物など
を活用して正しい箸の持ち方を身につけさせる。
・校内放送での給食ニュースや各教室での声か
けを行う。

・給食委員会の児童が１年生に箸の正しい使い
方を教える場をつくった。そのことで、箸を正しく
使おうとする児童が増えた。
・放送委員会による給食ニュースを行った。

・箸の持ち方や食べる姿勢については引き続き
指導を行う。

・引き続き、給食ニュースを行う。

・体力の向上

・体育委員会によるチャレンジコーナーやジョギ
ングタイムを設定するとともに、「さがんキッズス
ポーツチャレンジ」を推奨する。
・長縄や竹馬など、児童の活動意欲を高めるた
めの場や道具を準備する。
・体力テストの結果を保護者へ知らせ、自分の子
どもの体力について関心を持たせる。

・今年度もジョギングタイムを設定することができ
たが、「さがんキッズスポーツチャレンジ」に挑戦
することはできなかった。
・縦割り班活動を中心に、体育の時間や昼休み
など長縄跳びに取り組んだ。

・児童が楽しく体力向上に取り組むことができる
よう「さがんキッズスポーツチャレンジ」をはじめと
した運動に親しむ取組を行う。

・体力テスト結果は引き続き保護者へ知らせる。

学
校
運
営

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

・校務等の効率化の促進

・研修に係る会議を時間内に終了させるととも
に、毎週金曜日を定時退勤推進日と定める。
・１９：００までに退勤の励行。

・時間内の会議終了はできた。
・昨年度よりも職員の平均退勤時刻は早くなっ
た。

・職員個々の実態に応じた定時退勤推進日を設
定し、実施する。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

Ａ

・学力向上については、分析したり説明したりする力が課題であるため、どの教科・領域でも育てることのできる力であることを職員間で共通理解を図り、授業力向上に努めていく。
・今年度のいじめの認知は３件であった。児童一人一人の困り感の早期発見・解消のため、引き続きアンケート調査や校内研修を行うことで、校内支援体制を高め、児童の豊かな心の醸成に努めていく。
・保護者アンケートの結果をみると、「言葉遣い」が一番の課題となっている。全校で共通の目標を掲げ、共通実践していく。
・2020年度は学習指導要領が本格実施される。引き続き全教職員の資質向上を図り、研修を行い、滑らかに実施できるように努める。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

Ａ

・運動に親しむ環境づくりを行う。 Ｂ

・教材作成や個々の研修の共有化を図ることで、
時間外勤務を短縮する。 Ｂ

・授業において主体的な学びにつながる課題設
定を行う。
・外国語指導助手とのティーム・ティーチングの
他、担任のみの授業を行い、児童が外国語に慣
れ親しむことができる授業を行う。

・1年に少なくとも1回全教員が指導案に基づいた
研究授業を行い、個々の授業力及び学校全体の
教育力を高める。
・全国や県の学習状況調査結果から課題を明ら
かにし、授業改善につなげることで、次回の調査
では３～５ポイントを上回る。

・五中校区で連携して、活用力向上を目指した授
業づくりに努める。

教
育
活
動

●健康・体つくり

・感染症の拡大防止に努める。

・う歯の罹患率を下げる取り組みを行う。
A

・食事マナーの向上（箸の持ち方、姿勢）

・食事に関心を持ち、偏食を少なくし、昨年より残
菜を減らす。

教育活動

・自らの夢や目標の実現に向けて努力する気持
ちがあると考える児童９０％以上

Ｂ

・特別支援教育関する職員研修を年間5日以上
行い、一人一人を大切にした指導の重要性につ
いて全職員の共通理解を図り、支援体制を確立
するとともに、専門性の向上を感じる教師の割合
を８０％以上にする。

・児童に応じた指導計画、支援計画を作成し、一
人一人に必要な指導や支援を行う。

Ｂ

②豊かな心の育成

具体的目標

・宿題の提出１００％をめざす。

・主体的な学習態度を身につけさせるために、自
主学習を推進する。
・「家庭学習のすすめ」をもとに家庭での学習習
慣を身につけさせる。

達成度

３　目標・評価

達成度

Ｂ

①学力向上の推進

具体的目標

具体的目標

Ｂ

Ａ

達成度

・縦割り班活動を行い、異学年との交流を積極的
に行い、思いやりの心が高まったという児童の割
合を９０％以上にする。

・いじめ防止対策の啓発を行う。

・みんなでいじめを考える日「みじかな日」（毎月
末）を設定し、いじめについての意識を高める。

・いじめ問題に関する校内研修を行い、職員の実
践力を高める。

③健康増進・体力向上

・すすんで朝のあいさつができる児童９０％以上
をめざす。
・掃除の徹底。

・支持的風土にもとづく学級作りのため、「やさし
い言葉」や「さん・君」をつけて呼べる児童９０％
以上をめざす。
・道徳の時間の充実や体験活動・ボランティア活
動への取り組みを通じて、豊かな心を育てる。
・地域や保護者へ道徳の授業を公開する。
・人権集会や人権教室を実施し、人権意識が高
まったという児童の割合を９０％以上にする。
・ボランティア活動への取組を通してボランティア
精神の醸成を図る。

●心の教育

具体的目標 達成度

『２１世紀を生きる力』を育む子ども
自ら学び高め合う、たくましく心豊かな外町っ子を育てます！

２　本年度の重点目標

●学力の向上

教
育
活
動

③特別支援教育の充実

・児童にとって利用しやすい図書館とし、図書館
利用率の５ポイント向上を目指す。

Ａ

Ｂ

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

【学力向上】
・カリキュラム改善
・アクティブラーニング，活用型授業の推進
・英語科・道徳の研究推進
・本に親しむ環境づくり
・家庭学習の充実

【特別支援教育の充実】
・個に応じた指導と支援体制の充実
・保護者や専門機関との連携
・特別支援学級や通級指導教室の活用

【豊かな心の育成】
・三つの生活習慣確立
(あいさつ・そうじ・廊下歩行)
・支持的風土に基づく学級経営
・心の教育の充実
・ボランティア活動や地域教材化の充実

【連携活動の推進】
・五中校区連携三部会の活動推進
・外町ボランティアを核とする地域との連携
・保護者・家庭と連携した家庭生活習慣の確立

【健康増進・体力向上】
・体つくりの奨励
・健康増進への意識の高揚
・食育の推進
・安全安心な給食運営


